
 

令和４年度事業実施報告書  

 

 

 

Ⅰ  事業実施概要  

 

令和４年度においては、「一人ひとりが主役、共に支えあい、安心し

て暮らせるまちづくり」を基本理念として、「広げよう近助の輪、おこ

そう地域福祉の風」をスローガンに掲げ事業を推進してまいりました。 

支援が必要な方々に対する総合的な相談・支援機能が発揮できるよう、

地域包括支援センター事業、生活困窮者自立支援事業、権利擁護センタ

ー事業、福祉サービス利用支援事業、相談支援事業、資金貸付事業等の

推進を図りました。なかでも、相談が増加しつつある権利擁護センター

事業や福祉サービス利用支援事業と並んで法人後見事業にも取り組み、

権利擁護に関する事業の充実に努めました。また、法人後見事業につい

ても、新規の受任や相談も増加しています。  

生活支援体制整備事業では、支え合いマップづくりや地域の支え合い

体制づくりに力を入れ、町外のおたすけ隊との情報交換も進めました。 

このような事業を推進するに当たりましては、地区社会福祉協議会、

民生委員児童委員協議会、社会福祉関係団体、福祉施設、行政等との連

携を密にし、公私協働・住民参加による地域福祉の推進を図りました。 

介護保険事業、障害福祉サービス事業等、事業経営の安定化を目指す

と同時に、地域福祉推進事業との融合による、さつま町の福祉の向上に

努めてまいりました。なお、居宅介護支援事業所については、経営状況

等を検証した結果、令和５年３月２１日をもって廃止といたしました。 

さつま町社会福祉法人連絡会では、レスキュー事業等により、地域の

福祉課題や生活課題の解決に取り組み、支援を必要とする方々に、無料

又は低額な料金での福祉サービスを提供するよう努めました。また、福

祉人材確保の観点から、今年度からさつまるふくしマルシェとの合同開

催による福祉の職場就職面談会も実施し、各事業所の広報にも努めまし

た。  

 

 

 

 

 



 

 

Ⅱ  基本目標  

 

１  法人運営の充実・強化  

２  地域福祉活動の推進  

３  高齢者福祉活動の推進  

４  障がい者（児）福祉活動の推進  

５  児童福祉・母子寡婦福祉活動の推進  

６  ボランティア活動の推進  

７  介護保険事業の推進  

８  権利擁護事業の推進  

９  一般乗用旅客自動車運送事業（福祉タクシー事業）の推進  

10 地域包括支援センター事業の推進  

11 生活困窮者自立支援事業の推進  

12 その他  

 

 

Ⅲ  事業実施報告書  

 

１．法人運営の充実・強化  

 

（１）  役員会等の開催  

 

①理事会  ３回開催  

    第１回理事会  

     〔期日〕令和４年６月７日（火）  

     〔場所〕ひまわり館  

     〔内容〕令和３年度事業報告、令和３年度社会福祉事業会計、

公益事業会計決算の承認、監査報告、第１回評議員会

開催  

    第２回理事会  

     〔期日〕令和４年１２月１３日（火）  

     〔場所〕ひまわり館  

     〔内容〕令和４年度における指導監査結果報告、専決処分の承

認、令和４年度事業実施状況報告、さつま町居宅介護

支援事業所の廃止、令和４年度補正予算（第２次）、  

令和４年度第２回評議員会の開催  



 

第３回理事会  

     〔期日〕令和５年３月１４日（火）  

     〔場所〕ひまわり館  

     〔内容〕令和４年度補正予算（第３次）、令和５年度事業計画、

令和５年度収支予算、令和５年度短期借入金、役員等

賠償責任保険契約、令和４年度第３回評議員会の開催  

 

②評議員会  ３回開催  

    第１回評議員会  

     〔期日〕令和４年６月２１日（火）  

     〔場所〕ひまわり館  

     〔内容〕令和３年度事業報告、令和３年度社会福祉事業会計、

公益事業会計決算の承認、監査報告、理事の選任  

第２回評議員会  

     〔期日〕令和４年１２月２２日（木）  

     〔場所〕ひまわり館  

     〔内容〕令和４年度における指導監査結果報告、専決処分の承

認、令和４年度事業実施状況報告、さつま町居宅介護

支援事業所の廃止、令和４年度補正予算（第２次）、  

第３回評議員会  

     〔期日〕令和５年３月２３日（木）  

     〔場所〕ひまわり館  

     〔内容〕令和４年度補正予算（第３次）、令和５年度事業計画、

令和５年度収支予算、令和５年度事業計画、令和５年

度収支予算  

 

③監事会   

第１回監査（社協監事）  

     〔期日〕令和４年５月２３日（月）  

     〔場所〕ひまわり館  

     〔内容〕令和３年度事業報告・収支決算  

    研修  

     北薩地区社会福祉法人ブロック別監事等研修会  

     〔期日〕令和４年１１月３０日（水）  

〔場所〕薩摩川内市  

〔参加者〕上間監事  

 



 

④さつま町社会福祉法人連絡会  

    第１回監事会  

〔期日〕令和４年６月９日（木）  

     〔場所〕会長室  

     〔参加者〕島子監事、会長、事務局  

     〔内容〕令和３年度事業報告及び決算報告、その他  

 

第１回連絡会  

     〔内容〕書面開催  

（１）令和３事業報告及び決算報告、監査報告  

（２）令和４年度事業計画及び予算  

（３）集団就職面談会  

        （４）承認結果  

            １４法人中１４法人全法人が承認  

 

    福祉関係職場就職面談会  

〔期日〕令和４年７月２１日（木）  

     〔場所〕ひまわり館  

     〔参加法人〕クオラ、ひいらぎ会、宮之城ひまわり会、社協  

     〔ふくしマルシェ参加事業所〕株式会社夢の杜、工房たけん子  

         NPO 法人トポスみんね、一般社団法人治  

     〔実績〕利用者２２名  

 

    第１回役員会  

〔期日〕令和５年３月１日（水）  

     〔場所〕おもいやり室  

     〔参加者〕会長、副会長（湯下氏、永田氏）、監事（城森氏、  

島子氏）事務局  

     〔内容〕令和４年度レスキュー事業経過報告  

令和４年度決算（見込）  

令和５年度事業計画に向けた検討  

福祉の職場就職面談会  

年会費（令和５年度は徴収見送り）  

社会福祉施設永年勤続表彰  

          神上園鈴子さん（鶴宮園）  

          吉留睦子さん  （  〃  ）  

          大園嘉子さん  （  〃  ）  



 

 

第２回連絡会  

     〔内容〕書面開催  

第１回役員会で協議した案件について承認を問う  

           １４法人中１４法人全法人が承認  

 

（２）広報活動の充実  

   ①広報誌「広報さつま町ふくし」３回発行（６月、９月、１月）  

全戸配布  

   ②ホームページによる広報  

 

（３）心配ごと相談所の運営（一部町委託）（１４頁）  

    心配ごと相談所を毎週木曜日、午前１０時から正午まで、宮之城

ひまわり館相談室において開設しました。相談員はくらし・しごと

サポートセンターの職員６名で対応し、年間４９回の開設で１３件

の相談がありました。  

    また、弁護士による無料法律相談を年１２回開催し、５７件の相

談を受けました。  

 

（４）関係機関・団体等相談活動への参加、連携  

    宮之城ひまわり館で行われる行政相談日に、行政相談員と連携し

て相談活動に当たりました。また、相談内容により、県消費生活セ

ンター、日本司法支援センター（法テラス）等との連携を図りまし

た。  

 

（５）宮之城ひまわり館の管理運営（町指定管理）（１５頁）  

 

（６）老人福祉センター「いぬまき荘」並びに郷土文化保存伝習館の管理

運営（町指定管理）（１６～２１頁）  

 

 

２．地域福祉活動の推進  

 

（１）生活支援体制整備事業（町委託）（２２～２３頁）  

    生活支援コーディネーターを宮之城、鶴田、薩摩地区ごとに配置  

  し、地域福祉活動推進委員と、情報交換も行うことができました。

今後の地域での生活支援の体制整備についても継続協議を行いまし



た。  

また、地域福祉活動推進委員会を実施し、地域活動計画の中間評

価を行いました。白男川お助け隊、神子区の活動について県社協か

ら取材を受けました。永野サンスマイルお助け隊と長島町汐見ちょ

こっとお助け隊の交流活動も行いました。  

 

（２）地区社会福祉協議会活動の推進（２４頁）  

    ２０地区社会福祉協議会へ活動助成金として２，９０７，３００

円の助成を行い、地区社協活動の推進・強化を図りました。  

 

（３）支え合いネットワーク互助事業（２５頁）  

地域生活応援員６名が、日常生活上のちょっとした困りごとの支

援として高齢者７名に対し、延べ９６回（７８時間）、病院への付き

添や家事援助等の活動を行い、在宅で安心・安全に暮らせるよう支

援を行いました。（令和３年度７６時間）  

 

（４）地域見守りネットワーク支援事業（町委託）（２６～２９頁）  

    地区社会福祉協議会において各公民会ごとに、民生委員、在宅福

祉アドバイザーを含めた地区推進会議により要援護者の選定等を行

い、一人暮らしや高齢者夫婦世帯、障害者世帯等の安否確認を推進

しました。支え合いマップづくりでは、新規に９公民会、見直しが

１２公民会で取り組まれました。  

また、東谷団地におけるライフサポートアドバイザー事業も実施

いたしました。  

    見守り対象者   １，１０９人（令和３年度１，１０３人）  

 

（５）民生委員児童委員協議会との連携強化  

    民生委員と連携して相談事業、貸付事業等を実施し、生活福祉資

金民生委員実費弁償費として２７６，０００円を補助いたしました。 

    また、役員会並びに各支部主催の研修会へ参加しました。  

 

（６）生活福祉資金貸付事業（県社協委託）（３０頁）  

    鹿児島県社会福祉協議会の委託事業として、低所得世帯、障害者

世帯、高齢者世帯等の方々に対する貸付の相談及び償還指導を行い

ました。  

 

（７）法外援護資金事業（３０頁）  

    低所得世帯に対し、５０，０００円を限度とした無利子の貸付及



び償還指導を行いました。  

３．高齢者福祉活動の推進  

 

（１）高齢者ふれあいいきいきサロン活動の推進（町委託）（３１～３３頁） 

    地区社協、公民会、ボランティア、民生委員等と連携しサロン活

動の新規設置と充実に努めました。令和４年度末で、６７ヶ所のサ

ロンで活動中です。また、休止のサロンが５ヶ所となっています。  

年間活動費として１０，０００円の助成を行いました。  

 

（２）高齢者クラブ連合会活動の推進  

    町高齢者クラブ連合会に対し運営の協力支援を行い、運営補助金

として１００，０００円が町共同募金委員会から助成されました。  

 

（３）敬老事業の推進  

    各地区社会福祉協議会が主催し、各地区で敬老会を実施されまし

た。地区社会福祉協議会への活動費助成と、９０歳到達者の２０６

名に記念品を贈りました。（令和３年度は１７４名）  

 

（４）福祉給食サービス事業の実施（町委託）（３４頁）  

    毎日型のサービスで、年間５５，６９１食を配食しました。  

（令和３年度６１，７９８食）  

 

 

４．障がい者（児）福祉活動の推進  

 

（１）相談支援事業（町委託）（３５頁）  

    相談支援専門員２名を配置し、障がいのある方々及びその家族の

相談・支援を行いました。  

請求件数１１３件（令和３年度９９件）  

 

（２）特定相談支援事業  

さつま町障害者相談支援センターに、相談支援専門員２名を配置  

し、障がいのある方々が可能な限り居宅において、その有する能力

に応じた日常生活を営むことができるよう配慮し、障がいのある

方々の選択により、心身状況、その置かれている環境等に応じ適切

な保健、医療、福祉、施設等多様なサービスを、事業所との連携を

行いながら、総合的かつ効果的に提供されるよう配慮した支援を行

いました。  



利用者３５名（令和３年度３３名）  

 

（３）障がい者（児）福祉団体の育成・支援  

    町身体障害者福祉連絡協議会並びに町手をつなぐ育成会へ、それ

ぞれ１００，０００円、若竹会に対し１０，０００円の運営補助金

を町共同募金委員会から助成し、協力支援を行いました。  

 

（４）居宅介護事業  

    身体障がい者５名（令和３年度４名）、知的障がい者１名（２名）、

精神障がい者９名（１０名）、難病１名（１）合計１６名（１７名） 

 

（５）障害者訪問入浴サービス事業（町委託事業）  

    対象者：３名（令和３年度３名）、実施回数：２３１回（１８８） 

 

（６）移動支援事業（町委託）  

対象者：４名（令和３年度３名）、実施回数：１１８回（１３６） 

 

 

５．児童福祉・母子寡婦福祉活動の推進  

 

（１）母子寡婦福祉団体の育成・支援  

    町母子寡婦福祉会に対し運営の協力支援を行い、運営補助金とし

て１００，０００円が共同募金委員会から交付されました。  

 

（２）福祉教育の推進  

    小・中学校の総合的学習の時間及び薩摩中央高等学校の介護実習

等において、関係機関の協力をいただきながら職員を派遣し、福祉

についての講義を行いました。  

    小学校４回（令和３年度２回）、中学校１回（令和３年度１回）  

 

 

６．ボランティア活動の推進（町補助）（３６～３８頁）  

 

（１）ボランティアセンター機能の充実及びコーディネーター活動の充実  

    ボランティアコーディネーターを配置し、ボランティアセンター

機能の充実に努めました。  

 

 



 

（２）ボランティア個人・団体の育成、支援  

本年度も、個人ボランティア２０人（令和３年度１７人）、団体ボ

ランティア３６団体９８６人（令和３年度３７団体９６４人）の登

録があり、ボランティア活動の為の保険加入、相談、斡旋等を行い

ました。  

 

（３）ボランティア連絡会  

〔期日〕令和５年３月８日（水）  

    〔場所〕いきいき学習室  

    〔参加者〕１８名  

    〔内容〕令和４年度活動実施報告、団体ボランティア登録、ボラ

ンティア名簿、ボランティア保険等について  

 

（４）ボランティア協力校の指定・支援  

    今年度は２３校を指定しボランティア活動の推進に当たり、活動

費として小・中・高校、保育園・認定こども園に助成を行いました。  

    助成額については、保育園・認定こども園が１０，０００円、小

中高校については、児童生徒数により２０，０００円から４０，０

００円です。  

 

（５）ボランティア養成講座  

〔期日〕令和５年２月１０日（金）  

    〔場所〕いきいき学習室  

    〔参加者〕３６名  

    〔内容〕演題「ボランティアに必要な傾聴について」  

講師「NPO 法人ルネスかごしま  代表  谷川勝彦氏」  

 

（６）福祉ボランティア体験学習  

    新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から本年度は中止  

 

 

７．介護保険事業  

 

（１）居宅介護支援事業所の運営  

    在宅介護者に対し、要介護認定申請・更新申請に係る手続き代行、

居宅介護サービス計画の作成を行い、居宅において、その有する能

力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう配慮した支援を



行うことを目的として実施しました。  

    尚、令和４年９月１日から活動を休止し、令和５年３月２１日を

もって廃止といたしました。  

 

（２）訪問介護事業所の運営  

    在宅要介護者に対し、心身の特性を踏まえて、その有する能力に

応じ、自立した日常生活を営むことができるよう、入浴、排泄、食

事等の介護、その他の生活全般にわたる援助を行うことを目的に実

施しました。  

     【令和５年３月末現在】  

    訪問介護員（常勤）２名（介護福祉士２名）  

（登録）１２名（介護福祉士７名）  

利用者数  ６１名（令和４年３月末、５８名）  

      （介護２９名、A2 ４名、A３  ２８名）  

（介護度別内訳）事業対象者：４人、要支援１：１１

名、要支援２：１７名、要介護１：１３名、

要介護２：７名、要介護３：３名、要介護４：

４名、要介護５：２名  

 

（３）訪問入浴介護事業所の運営  

    在宅要介護者に対し、移動入浴車を利用した入浴サービスの提供

を行うことにより、自立した日常生活、衛生状態の確保、介護者の

負担軽減を図ることを目的として実施しました。  

     【令和５年３月末現在】  

責任者（常勤看護師）１名  

看護師（非常勤）２名  

    介護職員  訪問介護事業所との兼務により実施  

    利用者数  ９名（令和４年３月末、７名）  

（介護度別内訳）要介護３：１名、要介護４：６名、  

要介護５：２名  

 

 

８  権利擁護事業  

 

   さつま町権利擁護センターを設置し、判断能力が十分でない高齢者  

や障がい者並びにその家族等に対して、成年後見制度をはじめとする  

制度等の紹介や利用の支援、意思決定支援などの業務を行い、福祉サ  

ービス利用支援事業と連携を図りながら権利擁護の推進を図りました。 



 また、法人後見事業も実施し事業を推進してまいりました。  

 

（１）運営委員会  

〔期日〕令和４年１１月１５日（火）  

    〔場所〕いきいいき学習室  

    〔参加者〕１７名  

    〔内容〕令和３年度活動実報告並びに決算報告、令和４年度事業

計画並びに予算、法人後見事業について  

 

（２）権利擁護センターへの相談及びその他活動（３９頁）  

    ６０件（令和３年度５８件）  

 

（３）  法人後見事業  

      受任審議会  １回開催  

受任件数  ２件（令和３年度２件）  

 

（４）福祉サービス利用支援事業の推進（県社協委託）（４０頁）  

      認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等判断能力が不

十分な方に対し、日常的な金銭の管理や福祉サービスの利用支

援を行うために、生活支援員を派遣し、生活支援を行いました。 

契約者数   ４０名（新規契約１１名、解約・終了１０名）  

（令和３年度３９名）  

      生活支援員  ６名  

      利用料    １回１，２００円（生活保護世帯は無料）  

 

 

９．一般乗用旅客自動車運送事業（４１頁）  

   自由契約者の確保に努めるとともに、介護保険事業との連携を深め、

事業の推進に努めました。  

    自由契約登録者  ２１５名（令和３年度２１７名）  

 

 

10．地域包括支援センター事業（町委託）（４２～４５頁）  

   地域包括ケアシステムの構築、介護予防ケアマネジメント事業、総

合相談事業、権利擁護事業、高齢者虐待への対応、消費者被害の防止、

包括的・継続的ケアマネジメント支援事業、認知症初期集中支援事業、

認知症施策総合事業等を実施しました。介護事業者、医療機関、民生

委員、ボランティア等の関係者とネットワークの構築にも務め、町と



連携し事業の実施に当たりました。  

 

11.生活困窮者自立支援事業（県委託）（４６頁）  

生活困窮者の課題は多様で複合的であるため、制度の狭間に陥らな

いよう、幅広く受けとめ、就労の課題、心身の不調、家計の問題、家

族の問題等多様な問題に対して、地域の関係機関・関係者と連携しな

がら支援しました。  

また、町民の方々へ「さつまくらし・しごとサポートセンター」と

いう名称で広報に努め、鹿児島県並びに北薩地域振興局、さつま町、

地域包括支援センター、ハローワーク、無料職業紹介所等との連携を

深め、支援調整会議も開催しました。  

  （１）自立相談支援事業  

  （２）就労準備支援事業  

  （３）一時生活支援事業  

  （４）家計改善支援事業  

  （５）子どもの学習・生活支援事業  

  （６）生活困窮者自立支援機能強化事業  

 

 

12.その他  

 

（１）無料職業紹介事業  

就職斡旋実績０件。（令和３年度０件）  

 

（２）共同募金事業  

令和４年度  募金実績  

 一般募金  歳末たすけあい募金  

目  標  額  ３，８００，０００円  ７５０，０００円  

実  績  額  ３，７１０，６１８円  ７０１，９００円  

達  成  率  ９７．６％  ９３．５％  

家屋火災による災害見舞金配布３世帯。（令和３年度２世帯）  

 

（３）日本赤十字社事業  

令和４年度  会員増強運動実績  

 会  費  額  備   考  

目  標  額  ２，８９２，０００円   

実  績  額  ３，４５０，００３円   

達  成  率  １１９．３％   



家屋火災による災害救援物資配布３世帯。（令和３年度２世帯）  

 

（４）飲料水自動販売機の設置  

    設置場所  

     Ｂ＆Ｇ海洋センター内  １台   宮之城ひまわり館内  ２台  

     総合体育館屋外  １台  

 

（５）車いすの貸出し  

    個人５１名（５１台）、団体２団体（７台）へ無料貸出しを行いま

した。  

 

（６）さつま町社会福祉大会の開催  

    町及び町教育委員会と共催し第１８回さつま町民大会の一環とし

て、第１８回さつま町社会福祉大会を開催しました。フリーマーケ

ットの出店、日赤災害救援物資の展示も行いました。  

〔期日〕令和５年２月１９日（日）  

     〔場所〕宮之城文化センター  

【社会福祉事業功労表彰】 

氏名  地区  従事年数  主な功績の概要  

迫田マサ子  宮之城屋地  ９年  

 民生委員・児童委員

として、永年にわたり

地域福祉の向上に貢献

されている  

角  道子  平川  ９年  

松山まち子  佐志  ９年  

小川政德  二渡  ９年  

若松三千代  鶴田  ９年  

濵島勝子  神子  ９年  

 


